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0. はじめに 
一般に不定詞は法、時制、人称、数などの制限を受けないが、ポルトガル語には人称と
数を有する「人称不定詞」と呼ばれるものが存在する。 
本稿では、コーパス分析により人称不定詞の使用状況を明らかにし、そこから人称不定
詞の用法を探ることを目標とする。なお、例文番号、グロスは筆者により、例文中の人称
不定詞は斜字体に下線を付して示す。 
 
1. 人称不定詞の定義および活用 
人称不定詞とは、「不定詞が、その『意味上の』主語の人称と数に従って語尾変化するも
の」(黒沢 1992b: 189)である。法・時制には制限されない。以下の表 1 に活用を示す。 
 
表 1: 人称不定詞の活用(黒沢 1992a: 1179 をもとに作成) 
不定詞 amar「愛する」 
人称不定詞 
1 人称単数  amar 
2 人称単数  amares 
3 人称単数  amar 
1 人称単数  amarmos 
2 人称単数  amardes 
3 人称単数  amarem 
 
1 人称と 3 人称の単数では語尾がゼロになり、非人称の不定詞と同じ形になる。人称不
定詞の語尾は、接続法未来の語尾と等しいため、この両者の活用形は、規則動詞では一致
するが、不規則動詞では異なる。 
 
2. 先行研究 
 詳細な先行研究は紙幅の都合上割愛するが、ここでは人称不定詞の使用状況についての
言及がなされている黒沢 (1992b)、坂東 (1998)を挙げる。 
 
2.1. 黒沢 (1992b) 
黒沢 (1992b)は、ポルトガルの現代小説1から人称不定詞の語尾付の形 44 例をとり、人称
不定詞の現れる環境に従って 5 つに分類している。以下、黒沢 (1992b: 194-195)を要約す
る。例文の訳は筆者による。 
                                                        
1 António Alçada Baptista. (1988) Catarina ou o saber da maçã. Lisboa :Presença 
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Ⅰ) 前置詞の後に現れるもの(28 例) 
(1)  Depois      de     nos      sentarmos   à                     mesa         e           pedirmos 
～の後で  prep   ref.1pl   座る 1pl        prep+f.sg.def    テーブル   そして  頼む 1pl 
os             cafés             eu   disse: . . . 
m.pl.def     コーヒーpl    私   言う 1sg.pst 
「我々がテーブルにつきコーヒーを注文した後、私は言った」    (黒沢 1992b: 194) 
 
Ⅱ) ser(コピュラ)とともに(9 例) 
(2)  É                  muito    difícil    termos    ideias    claras   sobre    nós   próprios. 
cop.3sg.prs    とても   難しい   持つ 1pl  考え pl   明確な   pl prep   我々  自身 pl 
「我々自身についての明確な考えを持つのは大変難しい」       (黒沢 1992b: 195) 
 
Ⅲ) 動詞の主語、目的語、補語(5 例) 
(3) Não   vale                         a            pena     entusiasmares-te             tanto. 
neg     価値がある 3sg.prs   f.sg.def   骨折り  夢中になる 2sg ref.2sg       それほど 
「君がそんなに夢中になる価値はない」                     (黒沢 1992b: 195) 
 
Ⅳ) 主動詞の目的語が不定詞の意味上の主語(1 例) 
(4) Vi                  os             seus       olhos   embaciarem-se           de            lágrimas. 
見る 1sg.pst    m.pl.def     彼の pl   目 pl      曇る 3pl      ref.3pl       prep          涙 pl 
「私は彼の目が涙で曇るのを見た」                         (黒沢 1992b: 195) 
 
Ⅴ) その他(1 例) 
(5) Tu     a           falares      com    eles   e             eu    já     não     aguentava. 
       君     prep      話す 2sg     prep      彼ら  そして   私    もう  neg      耐える 1sg.pst 
「君は彼らと話していて、私はもう耐えずにいた」            (黒沢 1992b: 195) 
 
Ⅰ)からⅣ)に関して、黒沢 (1992b: 195)は「個々の例については文構造上の細かい差異は
存在するものの、いずれも従属構造のなかで用いられているという点で共通している(中
略)人称不定詞の基本的用法は、従属構造の表現であると考えてさしつかえないと思う」と
述べている。しかし、Ⅴ)の例は特異であるとして「定形動詞の代用形としての人称不定詞
の使用」(黒沢 1992b: 196)と述べている。 
 
2.2. 坂東 (1998) 
坂東 (1998)は、使役構文や知覚構文において、不定詞の主語の位置に目的格代名詞がく
ると非人称の不定詞が用いられ、名詞または主格代名詞がくると人称不定詞が用いられる
ことを指摘している。以下に挙げる例文(6)は、不定詞の主語が目的格代名詞の例、例文(7)
は不定詞の主語が主格代名詞の例である。非人称不定詞には波線を付して示す。 
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(6) Mandei                -os         entrar. 
命令する 1sg.pst    彼ら       入る inf 
「私は彼らに入るように言った」                                                                        (坂東 1998: 32) 
 
(7) Mandei                eles    entrarem. 
命令する 1sg.pst   彼ら   入る 3pl 
「私は彼らに入るように言った」                                                                        (坂東 1998: 35) 
 
以上の例などから、坂東 (1998: 35)は「人称不定詞の出現にはその主語の文法的特徴が
関係していると言える」と述べている。そして「不定詞が人称変化するかどうかというこ
と自体は、それ自身の主語が存在するかどうかということにかかっていると考えられる」
(坂東 1998: 36)と結論づけている。 
 
3. 研究方法 
コーパスから用例を収集し、分析する。本稿ではより客観的な考察を行うため、人称不
定詞が文中でどのように使用されているかに注目し、用例を分類する。その際、主動詞に
何らかの傾向があるのか、不定詞の主語が現れていればそれはどんな形であるのか、それ
らのことと人称不定詞の出現には何らかの関係があるのかということも検証していく。3.1
にコーパスの詳細、3.2 に用例の抽出方法を挙げる。 
 
3.1. 使用するコーパス 
インターネット上で公開されている O CORPUS DO PORTUGUÊS を用いる。このコーパ
スは総単語数 4500 万語からなり、ポルトガル・ブラジルの 1300～1900 年代の用例を参照
することができる。本稿では通時的な調査は行わないため、1900 年代の用例のみを扱う。
なお、1900 年代の用例は 2400 万語で、話し言葉(260 万語)、小説(720 万語)、新聞(740 万
語)、百科事典など(680 万語)の 4 つに分類されている。本稿では用例数の都合上、百科事
典などのテキストを除いた、話し言葉・小説・新聞の用例を調査の対象とした。 
 
3.2. 抽出方法 
コーパスの検索画面で人称不定詞を表すタグ[vINFP]を選択し、該当する用例を収集した
後、重複しているもの、人称不定詞ではないもの(見た目は人称不定詞と同じであるが、接
続法未来形や名詞の複数形であり、誤ってタグが付けられたと思われるもの)を手作業で取
り除く。1 つの文に複数の人称不定詞が現れる場合は、それぞれ 1 例と数える。 
ただし、この方法でコーパスから得られるのは、語形からすぐに人称不定詞と特定でき
るもののみであり、非人称不定詞と同じ形である人称不定詞の 1 人称単数・3 人称単数の
例と、接続法未来と同じ形である規則動詞の人称不定詞の例を得ることができない。しか
し、不規則動詞の人称不定詞、語尾付の形の例からも人称不定詞の使用状況を考察できる
と判断したため、本稿では以上の方法により得られた用例を分析の対象とする。 
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4. 用例の分析 
コーパスから 4185 例が得られた。これを人称不定詞の現れる環境に従って分類する。分
類方法は黒沢 (1992b)をもとに設定した2。以下の表 2 に結果を示し、それぞれ例を挙げ検
証する。例文の訳は筆者による。 
 
表 2: 人称不定詞の生起する環境による分類 
 前置詞・前置
詞句に導かれ
ているもの 
動詞の主語、
目的語、補語 
 
主動詞の目
的語=不定詞
の主語 
その他 
 
 
計 
 
 
用例数 3593 
(85.9%) 
481 
(11.5%) 
64 
(1.5%) 
47 
(1.1%) 
4185 
(100.0%) 
 
【a】前置詞・前置詞句に導かれているもの 
(8) Tem               um           histórico   de      grande    guitarristas          fazerem         isso. 
持つ 3sg.prs   m.sg.indf   経緯          prep    偉大な    ギタリスト pl     する 3pl           そのこと 
「偉大なギタリストたちがそのことをした経緯がある」                                       (話し言葉) 
 
(9) Outras   se             ofereciam,             a fim de                    não    serem     castigadas. 
他の人   pl ref.3pl    申し出る 3pl.pst      ～するために prep   neg     cop.3pl      罰する pst.ptcp.pl 
「他の人たちは罰せられないように申し出ていた」                                                      (小説) 
 
例文(8)は不定詞が前置詞 de (～という)に、例文(9)は前置詞句 a fim de (～するために)に
導かれている。 
このほかに、前置詞 por (～によって)、para (～のために)、até (～まで)、com (～ととも
に)、em (～に、～で)や、前置詞句 antes de (～の前に)、depois de (～の後で)、além de (～の
ほかに)、em vez de (～の代わりに)などに導かれている用例が見られた。 
前置詞・前置詞句に導かれている用例が 3593 例と圧倒的に多かった。この結果から、人
称不定詞は前置詞や前置詞句に支配され、原因、譲歩、状況、目的、時、空間などを表す
場合に使用されていると言える。 
 
【b】人称不定詞自体が主動詞の主語、補語、目的語になっているもの 
(10) É                  bom    teres         mais            cuidado,   filha. 
        cop.3sg.prs    良い    持つ 2sg    より多く      注意          娘 
「娘よ、君はもっと注意するといい」                                                                             (小説) 
                                                        
2 黒沢 (1992b)の分類Ⅱ)「ser とともに」は、人称不定詞がコピュラ動詞 ser の主語や補語になっており、
Ⅲ)「動詞の主語、目的語」と統合できるのではないかと考えたため、筆者は 4 つに分類した。また卒業
論文では、主節の動詞の主語と不定詞の主語による分類も行ったが、本稿では紙幅の都合上割愛する。 
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(11) Sugiro                      fazermos        reuniões        semanais. 
提案する 1sg.prs      する 1pl           会議 pl           毎週の pl 
「私は毎週会議をすることを提案する」                                                                          (小説) 
 
例文(10)は人称不定詞が動詞の主語に、例文(11)は人称不定詞が動詞の目的語になってい
る。 
次に主動詞に何らかの傾向があるのかを見ていく。例文(10)のように主動詞がコピュラ
ser である例が 203 例ともっとも多く見られたが、その他に dizer「言う」(26 例)、parecer
「～のように見える」(21 例)、considerar「考慮する」(17 例)、afirmar「断言する」(10 例)、
pensar「思う」(10 例)などの動詞が見られた。このことから、人称不定詞は言語活動や、
知覚、判断などの動詞の主語、補語、目的語になりやすいと言える。 
 
【c】主動詞の目的語が不定詞の意味上の主語になっているもの 
(12) Eu     ouço              bastante     as            pessoas       dizere      isso. 
        私        聞く 1sg.prs   十分に        f.pl.def    人 pl              言う 3pl    そのこと 
「私はあの人たちがそのことを言うのを十分に聞く」                                                 (新聞) 
 
(13) ...ela     fez                         darem          uma            surra      numa                 cunhã . . . 
彼女      ～させる 3sg.pst     与える 3pl    f.sg.indf       殴打       prep+ f.sg.indf     娘 
「彼女は娘を殴らせた」                                                                                                        (小説) 
 
(14) ... deixa                  eles     irem         para     a              frente . . . 
～させる 3sg.prs      彼ら   行く 3pl     prep      f.sg.def     前 
「(あなたは)彼らを前に行かせる」                                                                            (話し言葉) 
 
64 例の主動詞はすべて fazer (～させる)、deixar (～させる)、mandar (命じる)などの使役
動詞、あるいは ver (見る)、ouvir (聞く)、sentir (感じる)などの知覚動詞であった。用例数
は使役動詞が 17 例、知覚動詞が 47 例であった。 
次に、使役動詞や知覚動詞の目的語であり、不定詞の主語であるものがどのような形で
あるのかを見ていく。 
もっとも多かったのは例文(12)のように名詞である例で、40 例見られた。次に、例文(13)
のように不定詞の主語が現れていない例が 20 例あった。不定詞の主語が省略されているの
か、不定詞の主語が不特定であるために現れていないのかは、コーパスの検索結果からは
判断できなかった。例文(14)のように主格人称代名詞である例は 4例しか見られなかった。
これは、人称不定詞を用いることで動作主が明確になるため、人称代名詞は省略されやす
いからだと思われる。この結果から、使役動詞や知覚動詞の目的語が不定詞の主語になっ
ていて、それが名詞あるいは主格人称代名詞である場合には人称不定詞が用いられると考 
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えられる。 
 
【d】その他 
以上の a～c に該当しないものが 47 例あった。これを分類すると、①主動詞からの距離
によって用いられているもの(18 例)、②接続詞の後に用いられているもの(10 例)、③定形
動詞のように用いられているもの(10 例)、④形容詞的に用いられているもの(9 例)の 4 つと
なった。以下、それぞれ例を挙げる。 
 
① 主動詞からの距離によって用いられているもの 
主動詞に複数の動詞が従属しており、主動詞から離れた位置にあるものが人称不定詞と
なっている例が 18 例あった。次に挙げる例文(15)はその例である。 
 
(15) ... pois       tenho            certeza  de       que     poderemos            ganhar                      e 
なぜなら   持つ 1sg.prs   確信       prep     conj     ～できる 1pl.fut     勝利を収める inf       そして 
ainda       sermos     campeões. 
さらに     cop.1pl       チャンピオン pl 
「なぜなら、我々が勝利を収め、さらにチャンピオンになることができるという確信が
私にはあるからだ」                                                                                                            (新聞) 
 
例文(15)は主動詞 poderemos (～できる)に ganhar (勝利を収める)とコピュラ ser が従属し
ており、主動詞から離れた位置にある ser のみが sermos と人称変化している。 
 この 18 例の主動詞を見てみると、poder (～できる、～しうる)が 14 例、dever (～すべき
である、～にちがいない)が 4 例であった。poder と dever は主に助動詞的に用いられ、非
人称不定詞をとるものである。主動詞から離れた位置にあるものが人称不定詞となってい
るのは、動詞の動作主を明確にするためであると考えられる。 
 
② 接続詞の後に用いられているもの 
接続詞の後に現れるものが 10 例見られた。以下に挙げる例文(16)はその例である。 
 
(16) ...como       eles    dizerem     aqui        assim; . . . 
conj             彼ら   言う 3pl      ここで    こんな風に 
「彼らがここでこんな風に言うように」                                                                 (話し言葉) 
 
 例文(16)は、人称不定詞が副詞節を導く接続詞 como (～のように)の後に現れている例で
ある。副詞節を導く接続詞の後に現れる例が 9 例あり、名詞節を導く接続詞の後に現れる
例が 1 例あった。これらの例から、人称不定詞は接続詞とともに名詞節や副詞節を作るこ
ともあると考えられる。 
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③ 定形動詞のように用いられているもの 
定形動詞のように人称不定詞が使われている例が 10 例あった。そのうち、命令形として
現れているものが 6 例、疑問文の中に現れているものが 3 例、否定文の中に現れているも
のが 1 例あった。次の例文(17)は命令形として現れている例である。 
 
(17) Tu          ires           pedir         ao                    Noitebó ! 
         君          行く 2sg    頼む inf     prep+m.sg.def   地名 
「ノイテボに頼みに行け！」                                                                                              (小説) 
 
 例文(17)では、ir(行く)の接続法 2 人称単数現在形 vás が用いられると思われる場面で人
称不定詞 ires が現れている。 
 定形動詞のように人称不定詞が使われている 10 例のうち、6 例が小説からの用例、4 例
が話し言葉からの用例であり、新聞からの用例はなかった。用例数が少ないため判断しが
たいが、これらの例は作家や話し手によるくだけた表現なのではないだろうか。 
 
④ 形容詞的に用いられているもの 
人称不定詞が名詞の後に現れ、その名詞を修飾しているものが 9 例あった。次の例文(18)
はその例である。 
 
(18) Se                   eu      pareço                                 ave    de        arribação,  elas              têm 
もしも～なら  私       ～のように見える 1sg.prs    鳥        prep     到着             彼女たち     持つ 3pl.prs 
como     característica          serem        nômades; 
conj        特徴                         cop.3pl        遊牧民の pl 
「もしも私が渡り鳥のように見えるなら、彼女たちは遊牧民のような特徴を持ってい
る」                                                                   (小説) 
例文(18)では serem nômades が名詞 característica を修飾しており、人称不定詞は形容詞的
に用いられている。これらの例から、人称不定詞には前置詞や接続詞を伴わなくても直接
名詞を修飾する働きもあると考えられる。 
 
5. まとめ 
人称不定詞がどのような場合に用いられるのか、人称不定詞の生起する環境による分類
の分析結果から明らかになったことをまとめる。 
 
・ ほとんどの用例で人称不定詞は前置詞や前置詞句の後に現れていた。このことから、人
称不定詞は主に前置詞や前置詞句に支配され、原因、譲歩、状況、目的、時、空間などを
表す節を作るときに用いられると言える。 
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・ 人称不定詞は動詞の主語、補語、目的語としても用いられる。その場合の主動詞は、言
語活動、知覚、判断などを表す動詞であることが多い。 
・ 使役動詞、知覚動詞の目的語が不定詞の意味上の主語となっているときも人称不定詞は
用いられる。不定詞の主語が現れている場合、それは名詞あるいは主格人称代名詞である。 
 
用例数は少なかったが、人称不定詞は次のような場合にも用いられると言えるだろう。 
 
・ 助動詞的である主動詞に従属し、主動詞から距離があるとき 
・ 接続詞とともに、名詞節、副詞節を作るとき 
・ 定形動詞のように文の主動詞となるとき 
・ 形容詞的機能をもつ句を作り、名詞を修飾するとき 
 
6. おわりに 
本稿では人称不定詞の使用状況と機能を明らかにすることを目的とし、調査・分析を行
った。調査により先行研究を数値的なデータをもって確認することができた。用法につい
て新たな傾向を見出すことを今後の課題とする。そしてより客観的な分析を行うためには
非人称不定詞の用法とも比較する必要がある。また、コーパスにより数多くの用例を分析
の対象とすることができたが、人称不定詞の使用状況をより明らかにするためには用例の
収集方法を見直さなければならない。 
 
略号一覧 
1 1 人称 sg 単数 inf 不定詞 conj 接続詞 
2 2 人称 pl 複数 cop コピュラ prep 前置詞 
3 3 人称 prs 現在 neg 否定語 ref 再帰代名詞 
m 男性 pst 過去 aux 助動詞 indf 不定冠詞 
f 女性 fut 未来 ptcp 分詞 def 定冠詞 
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